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木  

◆ 全国の人工林の多くが利用期を え、国産木材の供 量が 加 向にある中、木材
　 の一大 費地である東京に対して、木材 要の拡大を 引する 割が求められています。

 3 　 木材 の拡大

▶︎ 木材を活用した をはじめ、中・高層建築や 宅建築など、これまで木材があま
 　り使われてこなかった分野において国産木材の 要拡大を図り、全国の林業振興と
　 森林 環の促進につなげます。

 や木 部材等を活用した中・大 の木造建築物については、事例の が必要で
 　あることから、これらの設計に取り組む事業者等の支援などにより、都市部の木材 要の拡大
 　を図り、多摩地域をはじめとする全国の森林 環の促進につなげます。

 木 は の れがあるコンク ート ク を代替し、景観向上のほか地域の安全向上に
 　も貢献することから、都の関連施設において 的に木 の設置を進めます。加えて、施設の
 　 を木 化する 市町村、民間事業者等を支援し、木の みの 出を図ります。

 テ ワークの普及とともに、 フィスには社員のコミ ケーシ ンを活 化する機能が一層
 　求められると考えられることから、木材や木造建築が人にもたらす生理的・心理的な効果・効
 　能について、 学的知見を収 し企業等にＰＲするとともに、 フィス等の内 において、国
 　産木材の利用拡大を図る取組について検討します。

 人 少や新 コ ナの 染拡大により経済社会活動の が される中、市場 ーズの
 　化を的確に え、 宅の 造材のほか、内 、 をはじめとする 等において、多摩産材を
 　はじめとする国産木材の利用拡大を図る取組について検討します。（ 掲）

 木材 要の拡大を目指す全国 の連携に  
 　的に参加します。また、 、 クコ
 　【資料 3-1 】などを活用し、 客効果の高い
 　都市部において全国の木材をＰＲします。

 国産木材の利用が持続可能な社会の 成や地
 　球環境の保全に貢献することについて、普及
 　啓発を行います。

 木材 の拡大
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全国 地の事業者が出展 名な建築家や学 経験者による ミナー

　 野わかくさ 園

　　 （世 内）
やな こうじみなみかど   神 明神 化

 コラム（5  ）　　
  

 大 建設会社、建築設計事 所、建築 の大学が数多く まる東京において、木造建築の
 　 進的な事例から技術やノ を学 研修会を開催し、木造建築物の設計・提案ができる建
 　築 の 成を図ります。

 建築 や建築・林業 の学生を対象に、林業の現地を する機会を提供することで、木造の
 　材料や 造に関する知見はもとより、木材利用の意義や林業の現状についても建築 の理解促
 　進を図ります。

 木 木 の

  3 　 の 木材

　「  コ クシ ン（ クコ ）」は、東京をはじめ
とする全国 地の国産木材を活用した建材や家 などの木
材製品展 会です。

 令和元年度は、これまでで最多の 1 都道 県から 268 事業者が参加しました。
令和 2 年度は東京 2020 大会の 期の を受けて中止。

 メインステージでは、 名な建築家や学 経験者による ミナーを開催しました。

 「 シティ  ル建築 」（大都市東京において木材利用の新たな可能 を開 　 　 
　 する 新的・ ル的な建築物 は木 空間を するコンクール）の と受 作品の
　 紹介も行いました。
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学 における森林・林業学習への協力 員を対象にした森林環境 育 ミナー

◆ 代を担う子どもたちに木材や森林に しむ心を育み、子どもたちの心 の健やか
　 な成長にも貢献する木育活動【資料 3-15】の更なる推進が求められています。　

 3 　木 の

▶︎ 子どもたちが利用する施設において国産木材の利用を促進し、森林を り育ててい
　 くことの大切さや、森林整備を担う林業の について、幅広い世代の理解を深め
　 ていきます。

 多摩地域の森林体験や木工 など、保育園や団体等が行う木育活動を支援します。

 木 の空間がもたらす生理的・心理的な効果・効能は、 い 受 を持つ 少期の子どもの健
　 やかな成長に貢献すると考えられることから、子どもが利用する施設において、内 や 等
　 の木 化を支援します。

 「都民の （ ） 修基本計画」を まえ、都市部において、多摩産材をはじめとする国産
　 木材のＰＲを 化するとともに、木育を体験できる施設の整備を進めます。（ 掲）

 国内の森林・林業に関する学習は、主に 学 の社会 で取り われることから、学 に対し
　 て、講師となる専門家を するとともに 材の提供等を行うことで、木育学習に協力します。

 の木 の

 子どもたちへの木育を広めるには、 的に子どもに する りの大人の理解が 可 である
 　ことから、木育が、子どもの健やかな成長につながることについて、 員や保 者にＰＲします。

 員や保 者が、多摩地域の森林・林業の現場を訪れる機会を提供することで、森林・林業の
　 現状について、大人たちの理解促進を図ります。

 大 の木 の
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  3  木

　木育とは、子どもから大人までを対象に、木材や木製品との れあいを通じて、木材への し
みや木の 化への理解を深め、材料としての木材の さや、 の利用の意義を学 でもらうため
の活動です。
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